
 

 

 

１．単元名  分数 

 

２．単元目標 

 ○はした部分を表すのに分数を用いることに関心をもち，よさに気づいて進んで生活や学習に活用し 

ようとする。                             

【関心・意欲・態度】 

 ○単位分数の何個分という考え方をもとに分数の大きさの表し方を考えることができる。同分母分数 

の加減計算の仕方について考え，説明することができる。 

【数学的な考え方】 

 ○分数の大小の判断や，同分母分数の加減計算をすることができる。 

【技能】 

 ○分数の表記，数としての分数，連続量としての分数などの意味が理解できる。 

【知識・理解】 

３．指導計画（全１０時間） 

第一次 はしたの大きさの表し方（３時間） 

第１時   はしたの表し方による分数の動機づけ・・・・・・・・・・・本時 

第２時   分割による「１ｍの１／○」という表し方 

   第３時   分数（真分数）の意味と表し方 

   第４時   連続量の分数（真分数）の表し方 

 第二次 分数の大きさ（３時間） 

   第１時   数としての分数の意味と単位分数の何個分という見方 

   第２時   数直線上の分数 

   第３時   分数の大小比較と，等号・不等号による表示 

 第三次 分数のたし算・ひき算（３時間） 

   第１時   同分母分数のたし算 

   第２時   同分母分数のひき算 

   第３時   練習 

第四次     たしかめ  （１時間） 

 

４．指導上の立場 

（１）単元について 

    分数の指導は第２学年で，１／２，１／４などの簡単な分数について扱っている。本単元では，
これらの経験をもとに，１ｍや１Lに満たないはしたの量を処理する必要から，分数の導入を図っ
ている。このはしたの量の大きさは，単位量（１ｍ，１Lなど）を等分割したもののいくつ分であ
るかによって分数を用いて表される。そこで，まず具体的な量としての分数から導入し，次に線
分図や数直線によって，１という抽象的な大きさ（単位分数）のいくつ分ということで，２／５
などの分数について理解を進めていく。このように，教科書では，具体的な量から抽象数として
の分数の理解へという展開になっている。 

     

（２）児童について 

   省 略 

（３）本時の指導のポイント 

   ○課題把握のための学習課題と掲示の工夫 

     紙テープを４種類（１ｍ １．５ｍ １．２５ｍ １．３３ｍ）準備し，はしたの長さをイ

メージしやすくする。 

   ○自力解決のための活動の工夫 

     １ｍのテープと，はしたの長さのテープを児童分準備し，テープを折ったり線を引いたりす

ることで，（１ｍを○等分した１つ分だから１／○ｍ）と考えられるようにする。 
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   ○考えを深めるための発問の工夫 

     「なぜ１／○ｍと思ったの。」と問いかけ，図と数値を結びつけて，視覚を通して数の意味を

確認していく。 

 

５ 本時の展開（第一次第１時）                                  （指導場所 ３年生教室） 

目標 
１ｍを単位にして測ったときのはしたの長さの表し方を考えることを通して，「１/○ｍ」

（単位分数）について理解することができる。 

学習活動 教師の支援 評価 

１．学習問題を知り，

はしたが㋐１／２

ｍのテープについ

て話し合い，表し

方を知り，本時の

課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．はしたの長さを調

べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１ｍとはしたのある３タイプの紙テープを掲示する。 

はしたの長さ ㋐１／２ｍ ㋑１／４ｍ ㋒１／３ｍ 

 

 

 

・１ｍのテープと比べて，どれくらいになるのかを既習であ

るｃｍを使った数値で表し，見当をつけることができるよ

うにする。 

・「ｍでは表せないのか。」と問いかけることで「１ｍの半分」

になっていることに気づけるようにする。そこで，既習を

想起させ，半分というのを他の言い方で表せないかを問

い，分数につなげていく。 

・１ｍのテープと，はしたのテープを使い，前で操作をしな

がら１／２になることを確かめる。 

・１ｍを２等分した１つ分を１／２ｍと表すことを説明す

る。 

・他のテープも同じように操作すればできそうか問うこと

で，大半の児童がテープを折ったり線を引いたりすればよ

いと思いをもち始めたところで本時のめあてを次のよう

に決める。 

 

 

 

 

・１ｍのテープと１／３ｍ，１／４ｍのテープを児童に配付

し，はしたの長さを調べやすくする。 

・㋑のテープから考えさせ，できた児童から㋒のテープを考

えさせるようにする。 

・悩んでいる児童には，㋐のテープでの考え方を思い出させ，

同じようにはできないかと助言する。 

・自力解決ができた児童には，ノートに１ｍのテープを何等

分した１つ分かを書かせることで，はしたの長さを表す分

数について理解できるようにする。 

 

はしたの長さを

どう表せばよい

かを興味を持っ

て取り組もうと

している。（関） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はしたの長さを

表す方法を考

え，１／○ｍと

いう表し方を理

解している。

（考・知） 

 

めあて 

１ｍのテープを折ったり線を引いたりして，は

したの長さを分数で表してみよう。 

 

問 ３本のテープがあります。このテープのはしたの長さは

何ｍといえるでしょう。 

 



３．どのように考えた

のか，みんなで話

し合う。 

 

 

 

 

４．適応問題をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめる。 

 

 

 

・まず，答えを確認し，その後テープを使って説明させるこ

とで，はしたの長さを表す分数についてより理解できるよ

うにする。 

 「１／４ｍだと思います。理由は，１ｍのテープを４等分

した１つ分だからです。」など。 

・説明につまずいている児童には，板書の㋐のテープの説明

を参考にするように助言する。 

 

 

・１ｍテープを「何等分した１つ分」なのか視覚的にわかり

やすいテープ図を用意し，考えやすくする。 

・「１ｍを○等分した１つ分だから１／○ｍです。」と発表さ

せることで，単位分数についてより理解できるようにす

る。 

・あえて，等分されていない問題を入れることで，本時の学

習が理解できているか確認できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

板書計画 

 

 

 

 

まとめ 

・分数を使えば、はしたの長さを簡単に表すことができる。 

・１／○ｍの○は、１ｍを何等分したかを表している。 

めあて 

１ｍのテープを折ったり線を引いたり

して、はしたの長さを表してみよう。 

 
 

１ｍ 

赤 

青 

黄 

青 

・１ｍのテープを４等分した１こ分の長さ 

   １／４ｍ 

 

黄 

・１ｍのテープを３等分した１こ分の長さ 

   １／３ｍ 

 

問２ テープの長さは何ｍでしょうか 

       １ｍ 

              1/5ｍ 

       １ｍ 

                         1/8ｍ 

 

 

まとめ 

・分数を使えば、はしたの長さ

を簡単に表すことができる。 

・１／○ｍの○は、１ｍを何等

分したかを表している。 

 

１ｍ 

赤 

・１ｍのテープを２等分した１こ分の長さ 

  １／２ｍ 

 

青 

・１ｍのテープを４等分した１こ分の長さ 

問 テープの長さは、何ｍでしょうか。 

？ 
１ｍ 

問 

３本のテープがあります。 

このテープのはしたの長さは 

何ｍといえるでしょう。 


